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Taking Notes of Argumentative Speeches
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【自由英作文のトピックの分類】 

自由英作文のトピックは、以下の 4種類（段階）に分けることが出来ます： 

1) 自己紹介「あなたはどんな人ですか。教えて下さい」
2) 学校など身の回りのものごと (身近な具体例を書かせるもの)
3) 古典的な意見文のトピック
4) 試験会場で初めて見る面白トピック
5) 抽象的なトピック(何に具体化してもよいもの)
6) 時事的なトピック・特定の語彙を知らないと書けないトピック

自分が書くことが求められる英作文はどの種類のものなのか、大学入試であれば過去問を見て
確認して下さい。３番目の種類の英作文が書けるようになるためには、1～2 までの英作文も
書けるようになる必要があります。同様に、4番目の「時事的なトピック」が出題される場合
は、１～3までの練習を積み重ねた上で書けるようになります。 

まずは、1～3の段階ごとに、それぞれ５～10ずつ、以下のトピック集から選び書いてみて下
さい。以下は、2009 年の入試問題から選びました(高校生に無理なく書かせることのできる英
作文のトピックは、10 年程度で大きく変わるものではありません)。 

◆ Level 1 自己紹介「あなたはどんな人ですか。教えて下さい」
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◆ Level 2  学校など身の回りのものごと (身近な具体例を書かせるもの)
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◆ Level 3  古典的な意見文のトピック

◆ Level  4  試験会場で初めて見ることになる面白トピック
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◆ Level  5 抽象的なトピック (何に具体化しても良いもの)
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◆ Level  6  時事的なトピック・特定の語彙を知らないと書けないトピック
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◆ Level 1 自己紹介「あなたはどんな人ですか。教えて下さい」
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◆ Level 2  学校など身の回りのものごと (身近な具体例を書かせるもの)
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◆ Level 3  古典的な意見文のトピック
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◆ Level  4  試験会場で初めて見ることになる面白トピック
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◆ Level  5 抽象的なトピック (何に具体化しても良いもの)
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◆ Level  6 時事的なトピック・特定の語彙を知らないと書けないトピック
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Category A B C D

Word Count: 
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Category A B C D

Word Count: 

Rewrite 
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Lesson         Problem-solution Speech 
 

 
 
 

前課で練習した導入したスピーチ発表の基礎を踏まえ、ここでは「問題解決型」のスピー
チ発表をさせます。政策導入の是非に関するディベートの立論は、エッセイライティングで
一般的に知られている「Problem & Solution」の文章構成と多く重なる部分があります。こ
の「ある問題を取り上げ、その問題の解決がいかに急を要するか説明し、最後に解決方法を
提示する」という構成を生徒に理解させ、前課で学んだ原稿の用意と発表の仕方を定着させ
ることが本課のねらいです。 

 
 
 

   ● PART ONE 
Section 1. Pre-writing activity  (原稿作成前の活動)  ５分～10分 
  ① 教科書p.10の[Step1]を生徒に読ませ、空所補充をさせます。 
 ② 近くの生徒と解答を確認させた後で、空所を補って教員が「田中先生」の台詞

を読みます。 
③ [Step 2]を読ませ、「佐藤先生」の抱えている問題への解決方法を考えさせます。
この段階では、まだ具体的な解決法を書かせる必要はありません。 

 ④ 生徒に、p.12と13を開かせ、この解決方法についてのスピーチ原稿を次に書か
せることを説明します。  

 

 
Section 2. Analyzing Speech Script  (スピーチの構成の確認) ８分程度 
  ① 教科書p.11のスピーチ原稿を教員が２回読み、生徒にディクテーションさせま

す。 
 ② 近くの生徒と解答を確認させた後で、空所の解答を示します。 
 ③ 次に、今読んだスピーチの構成を教員が英語で解説します。生徒はその解説を

聞き、p.10の下部分の空所を埋めます。 
④ 空所の解答を確認します。 

 
 
 
 
 
 

A) 本課のねらい

B) 指導の流れ 一例
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Section 3. Writing the First Draft (スピーチ原稿の第１稿の用意)  20～30分程度 
  ① 教科書p.12の[Step1]を用いて、生徒に「田中先生」の問題の解決案を１文で書

かせます（この部分だけ、Sec.2の後に宿題としても良いでしょう）。 
 ② 同ページの[Step2] を確認し、スピーチ原稿ではこれらの表現を出来るだけ使う

ように指示をします。 
 ③ 教科書p.13[Step3]をコピーした紙を生徒に配布し、原稿作成上の注意をした上

で授業内で15分程度書かせる。教員は机間巡視を行い、書き進められていない
生徒に指導をする。ただし、生徒が一人でとりあえず書くことが出来そうであ
れば、宿題としても良い。 

 
Section 4. Proof-reading & Revision  (原稿の読み返しと書き直し)  20～30分程度 
① 生徒をペアにする。教科書p.14のチェックリストを参照し、互いの原稿を読み、
訂正の必要な箇所を確認させる（相手の教科書を借りてチェックを入れます）。 

② 時間の余裕があれば、生徒をグループにしてお互いの原稿を回し読みさせる。 
③ 時間を１５分程度与えて、p.15をコピーしたものに書き直しをさせる。（机間巡
視でのアドバイスが必要な生徒が少なければ、書き直しの作業全体を宿題とし
ても構いません）。 

④ 生徒に、次回の授業ではグループ内で発表をしてもらうと指示をする。 
 

Section 5. グループ内のスピーチ発表 15分程度の事前練習 + 授業１コマ分 
 ① 生徒にp.15の評価用紙のコピーを配布し、話し方の評価項目について確認させ

る。 
② ４人～５人程度のグループを作り、グループ内で順番に発表させる。 
③ グループ内で代表者を１人決めさせ、クラスで発表させる。時間の余裕がなけ
れば、机間巡視をして教員が見つけた他の生徒のモデルとなる数名に発表をさ
せる。 

 
● PART TWO 
 

Section 6.  Second Speech  10分程度(または２５分程度) + ２５分 + ２０分 
 【１回目】 
① 教科書p.16の[Step1]を生徒に読ませ、どれか１つトピックをそれぞれ生徒に選
ばせる。 

②  [Step 2]の表現を確認し、スピーチ原稿でそれらの表現を使うよう指示をする。 
③  教科書p.17 [Step 3]の用紙をコピーし、生徒に配布する(p.14のチェック用紙
と合わせてB4にしても良いでしょう)。 

④  そのコピーの裏面を使って、ブレインストーミングをし、p.11で確認した構成
でアウトラインを作るように指示をする（アウトラインの作成は任意で）。 

⑤ 生徒に宿題として[Step3]を書き、指定の日までに提出するよう指示を出す（生
徒が一人で書く事に不安があれば、これまでと同様に授業中に１５分ほど時間
を取ります）。また、p.14の確認シートに自分でチェックを入れて確認するよう
にも指示します。 
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【２回目】 
① 生徒が提出した原稿を、教員が添削して返却します。
② p.17の用紙のコピーを渡し、生徒に書き直させます（時間があれば授業内で行わ
せ、もし時間がなければ宿題とします）。

【３回目】 
① ４人程度のグループを作らせ、p. 18の評価用紙のコピーを配ります。
② 書き直した原稿を用いてグループ内で発表をさせます。
③ 他の生徒の例となる生徒がいれば、教員が指名して発表させます。あるいは、
誰かの原稿をその場で借りて、教員が実演してみます。

④ [発表会をするのであれば] 次回の発表会に関する説明をします。

スピーチの発表会 授業１コマ分 (飛ばしてもかまわないでしょう)
（前回のスピーチ発表と同様の流れです） 
① クラス全体の名前の入った評価用紙を参照)を配布します。
② 良い話し方について、特に声の大きさについて指導を行います（全員で一度大
きな声を出して原稿を読ませるなど）。

③ 任意の生徒から順番に発表をさせます。
④ 全員の発表が終わった後で、生徒に「ベストスピーカー」を３名選び記入させ、 
評価用紙を回収します。後日、特に得票の多かった生徒数名を表彰します。

■ 評価について
スピーチ発表の結果を成績に反映させる場合は、前回と同様の仕組みを用いて下さい。 

■ 各授業の導入において
授業の最初の数分間を使い、口頭練習を繰り返して下さい。教科書p.1の課題だけでな
く、その他 p.21の即興の意見の言い交わし、p.39の「勘違いロールプレイ」、p.51「日
本人はどうして」なども用いて多少の変化をつけてみて下さい。

■ 書いた原稿の管理について
授業中に追加で配布したコピーについては、生徒に保存をするように指示をして下さい。
レッスンが終わるごとに、教科書に挟んでいた物をまとめて別に保管させるなどして、
後で見返し学習の成果を確認すことの出来るポートフォリオとして大切にさせて下さ
い。

【テキスト について】
本レッスンで学んだ問題解決型スピーチの構成について、復習させるための自習用教材として、

があります。ゴールデンウィークなどの長期休みで 読解問題の形式をとっている「課題 」を、

そして週に つのペースで立論スピーチを書かせる「課題 」に取り組ませると良いでしょう。

C) 留意点
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4 

ディベートを楽しむには、ある程度の長さの英語を話せる必要があります。その練習として、 分間のモノロー

グをしましょう。トピックを変え、何度も繰り返し、よりたくさん話せるようになりましょう。

Useful Expressions 
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Part 1 

5 

Word Counter List （以下の数字を手でなぞって、1分あたりの発話語数を数えます）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 

71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 

81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 

91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 

101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 

111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 

121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 

131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 

141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 

Date Topic WPM *Manner (聴き取り易さ) *Matter (内容)
1 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

2 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

3 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

4 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

5 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

6 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

7 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

8 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

9 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

10 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

11 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

12 / [  A  B  C  ] [  A  B  C  ] 

*Manner そしてMatter に関しては、指示があった時だけ評価します。
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[Brainstorming Sheet] *メモはキーワードだけ書くこと。完全な文は書かない。

 日本語でも英語でも構いません (英語の方がスピーチのメモとして使い易いでしょう) 

Topic A: High School Life 
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 [Step 1] Identify the problem

 [Step 2] Brainstorming

- Memo -
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 Speech Script: “No More Late Coming to School” 
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[Step 1]  Formulating your solution

[Step 2]  Preparing supporting details
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Part 1 
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 [Step 3]  Writing the 1st draft of your speech

Word Count: (   ) 
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Part 1.5 
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■ 課題１ 立論スピーチの構成について学ぼう
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Part 1.5 
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課題２ 立論スピーチを書こう (肯定×3) 
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Structure ( ) Speech Script ( ) 
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 Argumentative Speech(1)  (Affirmative Side)  

 

 

Speech Script  Structure  
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Speech Script  
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 Argumentative Speech (2) (Negative Side)  

Speech Script  Structure  
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Structure ( ) Speech Script ( ) 
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 Argumentative Speech (3) (ARE-structure)  

Speech Script  Structure  
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